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ルンゲの『一日の諸時間  
（DieZeiten）』における〈天使〉と〈子ども〉  
松 友 知香子  
はじめに  
本稿では、ドイツ・ロマン主義の画家フィリップ・オットー・ルンゲ（1777－  
1810）の作品『一E］の諸時間（DieZeiten）』に描かれた〈天使〉と 〈子ども〉  

















朝（DerGroBeMorgen）』へと集約されていく。   
本作品における、表象としての〈天使〉と 〈子ども〉の類似性を探ることに  
＊1拙稿、「パウル・クレーの〈天使〉について－〈都市画〉 との関連から」、『美学』第233   
号、86－99頁参照。  
＊2 アウグスト・Ⅹ・ウィードマン、『ロマン主義と表現主義』、大森淳史訳、法政大学出版  
局1994年、フリートマル・アーベル、『天への憧れ』、林捷訳、法政大学出版局 2005年ほ   
か参照。  
＊3 VolkmarHansened．，milbOuoRunge：Fbrbenkugel，（K61n，1999）はか参照。  
比較文化論叢27Ⅰ20   〔1〕  





国1 パウル・クレー r幼稚園の天使j  
鉛筆画 29．5×21cm1939年 ベルン美術館   







＊4 ロムバッハは、勒J‘比几dG喀eれ∽eJf（1983）のなかで、ヘルメス的原理の現れの一つ   
として天使を挙げ、その姿が次第に幼児（童子天使、すなわちプットー）として描写される   
ようになると指摘した。「・・・童子天使の発見はルネッサンスとバロックの業績であり、同時   
に子どもの発見であった。以前には子どもは単に末成育の存在として見られるか、もしくは  
／トさな大人として着物を看せられ扱われていた。しかし童子天使の姿に影響されて初めて、   
子どものあり方の本来の本質が現れる。この本質は固有の方向づけを必要とし、またそれを   
正当化する。子どもたちはヘルメス智者である。」（ハインリッヒ・ロムバッハ、『世界と反   
世界』、大橋良介他訳、117頁より引用）  
＝9 ルンゲの『一日の諸時間（DieZeiten）』におけるく天使〉と〈子ども〉  〔2〕   
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図2 フィリップ・オットー・ルンゲ『朝』  図3 フィリップ・オットー・ルンゲ『昼』  









の作品は、当時の美術批評家ヨーゼフ・ゲーレス（Joseph G6rres）によって  
●さ 絶賛され、19世紀における芸術家としてのルンゲの存在を決定的なものとした。   
この作品理解の前提として述べておくべきことば、ルンゲの〈新しい風景画〉  
という概念であろう。ルンゲは、時代の変わり目に生きていること、そして新  
＊5 MarkusBertschu．a．，KosTnOSRunge：DerMoTgenderRoTnanlik，Mtinchen，2010，S・  
138－154参照。  
比較文化論叢27 tI8   〔う〕  
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図4 フィリップ・オットー・ルンゲ F夕J  
版画 773×529mm1807年 ハンブルク美術館  
図5 フィリップ・オットー・ルンゲ F夜J  















＝7 ルンゲの打一日の語時間（DieZeiten）」＝こおけるく天使〉とく子ども〉  〔4〕   
‘Wiek6nnenwirnurdenken，die alteKunstwiederzu erlangen？Die  
Griechen haben die Sch6nheit der Formen und Gestalten aufs h6chst，e  
gebrachtinderZeit，daihreG6tterzuGrundegingen；dieneuernR6mer  
brachten die historische Darstellung am weitesten，als die Kath01ische  
ReliglOnZuGrundeging：beyunsgehtwiederetwaszuGrunde，Wirstehen  
am Rande aller Religionen，die ausder Xath01ischen entsprangen，die  



















Universums．Die Nachtistdie granzenloseTiefb derErkenntnisvonder  
unvertilgten Existenzin Gott．Diese sind die vier Dimensionen des  
●て  
geschaffbnenGeistes・GottaberwiirketallesinAllem・”  
＊6 KarlStackmannu．aリPhll加OuoRzLnge，mnterlassene SchT・iPenL G6ttingen，  
1965，S．7より引用（以下、同著はガS∫と表記する）。  
＊7 ガS上S．82より引用。  







図6 フィリップ・オットー・ルンゲ F朝j  図7 フィリップ・オットー・ルンゲ r朝』  













＊8 HannaHohl，Phil加OuoRzLnge：DieZeiten－DerMoTgen，Hamburg，1997，S．12参   
照。  
＊9 KBLrlStackmann，qP．Cil．，S．138参照。  




向いた百合から薔薇が、地球へと落下している。   
ルンゲ研究家のハナ・ホールによれば、ここでは「光の生成  
（Lichtwerdung）という宇宙的な事柄が、いわば天界の空間イメージによって  

















＊10 2010年にルンゲ没後200年を記念してHamburgerKunsthalleにて開催された展覧会カ   
タログKosmosRungeのなかでは、子どもたちをGenius（守護霊、精霊）と記述している   
が、ルンゲの遺稿（1803年1月30日付、ハンブルクにいる兄ダニエル宛ての手紙）では、   
KindあるいはKnabeと記されている（Peter Betthausen，Phil吻p Ouo RzLnge：  
BriehL）eChsel，Leipzig，E．A．SEEMANN，2010，S．134T136参照）。  
＊11HannaHohl，PP．Cil．，S．12より引用。“DerkosmischeVorgangderLichtwerdung，  
veranschaulicht durch die gleichsam 仕berirdische Raumvorstellung，Wird von   
musizierendenKindern，VOnderMusikderSpharen，begleitet・”  
＊12J6rg Traeger，Philtpp Otto Runge und seinl穐rk：Monographie zLnd kritischer  
属btalqg，MtlnChen，Prestel－Verlag，1975，SA6参照。“JedesBlattzeigtineinemgroL3en  
MittelLeld eine allgemein gehaltene Darstellung，die von einer Rahmenkomposition  
christlichinterpretiertwird・DieZeichnungenweiseninEinzelheitenikonographisch   
tiberlieferteElementeauf．”  
比較文化論叢27 工t4   〔7〕  
図8 フィリップ・オットー・ルンゲ F夕』  
下絵 725×518mm1802／3年  
オスカー・ラインハルト美術館   
図9 フィリップ・オットー・ルンゲ  
rナイティンゲールの授業』  















＊13 GurLnarBerefblt，Phil如OuoRuTtge．・ZwischenAufbrzLChund伽osition1777－1802，   
Uppsala，Almqvist＆Wikse11s，1961，S．69・70参照。  
＊14J6rgTraeger，qP．Cil．，S．80参照。  
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図10 フィリップ・オットー・ルンゲ『夕』  図11フィリップ・オットー・ルンゲ『昼』  
下絵 952×640mm1803年 ハンブルク美術館 下絵 951×631mm1803年 ハンブルク美術館  
論にも関連しているが、この点については、次章で言及したい。   
さて1803年4月3日ころ、ルンゲは『夕』を「まったく別の風に描きなお」  





から、キリストの受難が想起される。   
こうして『朝』と『夕』が〈生成〉 と 〈消滅〉を暗示する一方で、『昼』と  
■17  
『夜』は、〈存在〉 と 〈前存在〉が主題であると指摘されている。まず『昼』  
（図11）の中央イメージの下半分には、子どもを連れた女性が、果実で飾られ  
＊15 MarkusBertsch，QP．Cit．，S．144参照。  
＊16 郡上S．39参照。  
＊17 Hanna Hohl，qP・Cit．，S．20，“Wahrend Morgen und Abend ein Werden und  
Entwerdendarsteユユen，VeranSChaulichenTagundルbchlExi5tenZundPr為existenz．”  








の頂上で男女が、同じ机に集う。   
上部では、ヤグルマギクの花輪をくぐり抜けた「光の百合」が描かれている  





















＊18 GunnarBerefblt，qP．Cil”S．209．‘LI）ieMittelgmppeinder‘qdittag”－“dieMutter   
Erde”undihreKinder－gehtaufeinedekorativumschriebeneFigurengruppe“Caritas’’   
vonRaffaelindenVatikanischenl，Oggienztrrnck．”  
＊19 HannaHohl，叩．CれS．12－13参照。  
＊20 HannaHohl，qP．Cit．，S，13参照。“GemeintistdasirdischePrinzip，dasdieMenschen   
erzeugtundgefhngenhalt，undzugleichdieGottesmutter，dieEr16sungbringt．’’   
ⅠⅠⅠルンゲの『一日の諸時間（Die Zeiten）』における く天使〉 と く子ども〉  〔10〕   
ンポルであり、下部の地上に眠りをもたらす。下方では、霧に包まれた幻想的  





















“Mir rauscht das Jahrin seinen vier Abwechselungen：bltlhend，  
erzeugend，gebarend und vernichtend，Wie dieTageszeiten so bestandig  
durch den Sinn，daL3 meine einzlge Sehnsucht nach diesem ewlg  
fortwahrendenWundersichebensoimmervonneuemerzeugt，undnach  




＊21 Hanna Hohl，OP．Cit．，S．20参照。“Die Verk6rperung der Nacht und die   
Sternenkinder auf den Mohnbltltenim Himmelsgew61be－ Symbolfilr den Schlaf－   
verweisen nach Runges eigenen Worten aufdasJtingste Gericht：Nacht und Schlaf  
bedeutenzugleichdenTodalsErwartungderAuferstehung．”  
＊22 〃51S．66より引用。  
比較文化論叢27ⅠIO   〔11〕  


















oderweiB，undFinsterniBoderschwarz sindkeine Farben．DasLichtist  
das Gute，und die FinsterniBist das B6se（ich beziehe michwieder  




undgelb．”   
つまりルンゲの色彩論における明暗と色彩の関係は、単なる表出的な価値に  
とどまらず、キリスト教的な象徴的価値が前提として織り込まれているのであ  
る。さらに別の手紙の中では、以下のように述べている。   
「光は太陽である。それを我々は見ることができない。しかし太陽が地上や  
人間へと近づくとき、天上は赤くなる。青は、我々にある種の畏怖をもたらす。  
＊23 〃古土S▲17より引用。   




“DasLichtistdieSonne，diewirnichtansehenk6nnen，aberwenn sie  
SichzurErdeoderzumMenschenneigt，WirdderHimmeroth．Blauhalt  
unsineinergewissenEhrfurcht，dasistderVater，undrothistordentlich  
der Mittler zwischen Erde und Himmel．Wenn beyde verschwinden，SO  
kommtinderNachtdasFeuer．DasistdasGelbeundderTr6ster，deruns  
・ご1  





＊25 にあてはまり、慰めとして作用する聖霊の象徴である。作品のなかでは、『朝』  
と『夕』に描かれている曙光と夕日としての赤、『昼』の天空としての青、『夜』  
の月や火としての黄である。   
こうしてルンゲは、光の地上的な現象としての色彩的要素を、『一日の諸時  
間（DieZeiten）』のなかに重層的に組み込んでいたのである。  
4．〈子ども〉 と 〈天使〉  
最後に、『一E）の諸時間（DieZeiten）』で描かれた 〈天使〉から表象される  
ものを、〈子ども〉 との関係から考察したい。この作品は、枠線と中央の二重  
構造として展開するが、枠縁では、キリスト教的な思想が、比較的、直接的に  
表現され、天使は何度も登場する。しかし中央部に限定するなら、天使は『夜』  
の中央に登場するのみである。このことは何を意味するのであろうか。   
まず『夜』の上部には、夜の擬人像と子どもたちが描かれており、夜の 〈眠  
り〉が暗示されている。ここで重要なポイントは、先に言及したように上部イ  
メージが〈最後の審判〉 も意味するとルンゲが述べていることである。ルンゲ  
＊24 ガSエS，17より引用。  
＊25 HeinzMatile，DieFbrbenlehreP九il如OttoRunges，Bern1973，S．123T124参照。  
＊26 HannaHohl，qP．Cil．，S．20参照。  
〔1う〕  比較文化論叢27IO8   
図12 ハンス・メムリンク r最後の審判j  
祭壇画 242×360cm1467－1471年 国立美術館（グダニスク）  
のこの言葉を手掛かりとするなら、『夜』は、キリストの 〈再臨〉 と死者の〈蘇  
生〉を意味する、キリスト教における重要な出来事の場面となる。古来より様々  









は従来の〈最後の審判〉 における運命の苛酷さは全くない。またその形姿は、  
翼がなければ、地上で眠る子どもたちの形姿と、ほぼ同じである。ここから、  
ルンゲの世界観においては、天使は人間の子どもと関連づけられているのでは  




＊27 RobertRosenblum，T71eRomanlicChud：FlomRun8e10Sendak，Lendon，Thames   
andHudson，1988．   
107 ルンゲの『一日の話時間（Die Zeiten）』におけるく天使〉とく子ども〉  〔14〕   








な光に包まれている。   
この横たわる裸の〈子ども〉 のイメージは、〈キリストの降誕〉 とは一線を  
画しているように思われる。なぜならキリストの御顔は、生来の賢さをもって  
描かれるが、ルンゲの描く子どもには、むしろ 〈子どもらしさ〉あるいは〈無  
邪気さ〉が備わっているからである。この点については、ルンゲの他の絵画作  




以上の考察から、『一日の諸時間』における 〈天使〉と 〈子ども〉 は、宗教  
的な意味が基本的に維持されつつも、世俗へと傾斜するロマン主義時代の精神  
的境位を、絵画的に表現したものといえるだろう。その意味で、この作品は、  
〔1う〕  比較文化論叢27IO6   
図15 フィリップ・オットー・ルンゲ  
r大いなる朝J  
図14 フィリップ・オットー・ルンゲ  
川lさな朝』  






IOう ルンゲの『一日の詰時間（DieZeiten）いこおけるく天使〉とく子ども〉  〔16）   
